第７期四国中央市自立支援協議会　第８回会議　議事録

	開催日時
	2022年3月3日（木）19：00 ～ 20：00

	開催場所
	四国中央市保健センター1階検診室

	参 加 者

（敬称略）
	藤枝俊之・清家　孝・近藤秀光・一柳栄一・石水太一・大西未佳
藤原夕紀・鈴木秀明・曽我部綾・藤田昌子
　以上委員10名（委員14名のうち）
大西　緑（福祉部長）オブザーバー

	傍 聴 人
	なし

	事 務 局
	越智 寛・河村正志・尾﨑智恵子・青木重臣

	協　議　内　容

	１．開　会
２．会長挨拶
コロナの第６波がこの地域においてもいよいよ本格化してきそうな雰囲気もあり、予断を許さない状況になってきている。徳島県の三好市池田町でもかなり子どもの患者数が出てきており、今後、市内においてもどういった風になるのかなと思っている。皆さんの生活の中でも十分に気を付けていただき、コロナの時代にどういう対応が出来るのかを考えていくとともに、市内の福祉の環境をどういう風な形で作っていくのか、次期委員を含め皆さまの意見を出していただきたい。
（事務局）配付資料の確認。
　　　　　　1.第８回会議資料
　　　　　　2.支援が必要な人の権利を護るしくみ（パンフレット）
　　　　　　3.第３次四国中央市障がい者計画
　　　　　　4.第３次障がい者計画修正箇所　新旧対照表
　　　　　　5.第３次四国中央市障がい者計画（案）
　　　　　　6.しこちゅ～福祉ナビ（QRコード）
３．議事（議長）
【報告事項】①連絡会及び各専門部会活動報告
(1)資源開発部会
　　９回部会を開催。コロナの状況によりZoomも活用。３月にも１回開催予定。
　　活動内容としては、主にポータルサイト「しこちゅ～福祉ナビ」の作成を行った。ニーズ調査にあった当事者、家族が把握したい情報の上位「相談先一覧」「福祉サービス事業所一覧」「福祉サービスの紹介」を優先的に作成。掲載事業所は、障がい福祉事業所マップに掲載されている事業所に確認を行い、掲載希望あったところとした。掲載情報については10項目のうち、1～3を作成し、徐々に内容を充実させる。現在、部会員を中心に色々な年代や立場の方々に見ていただきながら表現方法や見やすさなど修正をしている途中段階ではあるが、皆さんにも見ていただくためにリンク先をお示
ししているので、事務局を通してご意見をいただきたい。
その他検討課題については、次年度以降ニーズ調査で明らかとなった最重要ニーズや重要ニーズの解決に向けた検討を行っていきたい。
(2)権利擁護部会
部会は５回開催。
　　活動内容としては「権利擁護パンフレット」の作成を行った。今後は、このパンフレットを活用して、制度の周知、広報等有効利用を検討していきたい。
その他には、障がい福祉関係機関の相談窓口の活動状況及び課題の把握や整理を行い、虐待防止センター等の活動内容について協議を行った。次に、国の基本計画の「次期成年後見制度利用促進基本計画中間とりまとめ 概要」の検討・協議を行った。
　　また、次年度の活動計画について検討を行った。
(3)地域共生部会
部会は、これまでに９回開催。３月にも１回開催予定。
　　活動内容として、児童、教育、医療、福祉、介護等支援者の連携強化を目指した支援者研修会を３月２日に開催予定としていたが、コロナの状況により、対面での研修会は中止とした。代わりに既に申し込みをしていただいた方及び研修会の参加対象となっていた方々に案内を再送付し、YouTubeによる限定配信という方法で開催する。
配信日時は、３月10日（木）9時から３月20日（日）19時までの10日間とする。内容は、市内の介護・障がいの通所サービス事業所の紹介としている。市内の介護事業所33法人53事業所、障がい福祉18法人36事業所、計89事業所から活動内容等が分かる写真とコメントの提出に協力いただき、それをひとつの動画に編集した。その動画を話題提供という形で流し、市内の通所系事業所ではどのようなサービスを提供しているのかを皆さまに視聴していただこうと考えている。今後は、コロナ禍で直接見学や体験が出来ない状況のなか、これを利用者に観ていただき活用していただければ。現在も申し込み受け付け中なので、是非皆さまにも観ていただければと。
地域住民を対象とし『地域共生』を進めていくための啓発として、ヘルプマークの普及啓発を引き続き行う。また、サポーターマークの創設、サポート運動については、県の動向を確認中であり、当市独自の動きは保留中。ぼうさい学校の開催は今年度は見送りとしたが、次年度以降こういった切り口で障がい者福祉啓発を行っていきたい。
(4)相談支援専門員連絡会
連絡会は、これまでに８回開催。
活動内容としては、困難事例の簡易スーパービジョン、自立支援協議会専門部会員からの報告を受け、協議内容、進捗状況の共有、担当者より新規事業所紹介。また、来年度市内障がい福祉サービス事業所マップ更新の為の情報収集を行っている。
福祉なんでも相談会については、令和４年３月21日（月：祝日）13時～　しこちゅ～ホールで開催予定であるが、規模を縮小し、内容を変更している。ミニコンサート・スタンプラリー・物品販売は中止し、従来の相談に特化した形で行うこととする。参加事業所の協力を得て、会場に来られた相談者の相談内容や知りたいことにより事業
所とオンラインで繋いで相談を行う。なお、小ホールでは、地域共生部会が作成した事業所の紹介ＤＶＤを流す予定。また、こども部会についての協議を行っている。
障がい福祉サービス事業所マップ更新の為の情報収集、自立支援協議会専門部会への参加、こども部会設立に向けた協議への参加・協力を行う。
【質疑応答・意見交換】
（事務局）　委員の方より、地域共生部会で作成した動画を資源開発部会が作成する「しこちゅ～福祉ナビ」に組み込むことを考えてみては。
（委　員）　地域共生部会作成のDVDは、不特定多数が見るものとはなっていないので、編集等が必要となってくる。せっかくの資源でもあるので、今後も地域共生部会と協議しながら、ポータルサイトに活かしていきたい。
（委　員）　今後活かせるようには、法人ごとに作成編集は行っているが、利用するためには事業所の許可が必要となる。
（議　長）　情報をどう使うかが大事で、うまく利用しなければならない。
（議　長）　こども部会について、障害児等福祉審議会との整合性はどうなのか。
（事務局）　こども部会の事務局は発達支援課が担当し、自立支援協議会において、児童から成人まで一貫した協議を行うこととなり、会の機能・構成等については現在調整中である。
（議　長）　行政の枠組みの中で空白の期間が出来るのでは。
（事務局）　それぞれの会の任期は３月末までで、４月１日から引き継がれるため、空白期間はない。また、自立支援協議会の事務局は生活福祉課となるが、こども部会の事務局を発達支援課が担うことも踏まえ、全体的に福祉部として対処するものである。
【報告事項】②第３次障がい者計画（生活福祉課）
　　第３次障がい者計画については、前回11月25日の自立支援協議会において承認後議会への説明、タウンコメントを経て策定された。前回説明時からの修正点としては、令和３年９月に制定された「四国中央市障がいのある人もない人も共に安心して暮らせる愛ある社会を目指す条例」との整合性や令和３年６月に制定された「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」を追記、法令改正に伴い、福祉避難所を指定福祉避難所に改めた。また、条例の制定に伴い、差別解消の推進を差別の禁止に変更し、差別解消法の改正内容を記載した。
　　策定にあたり、自立支援協議会、特に資源開発部会の皆さまにはアンケートをはじめとして多大なご協力を頂き、感謝する。
【報告事項】③第８期自立支援協議会運営方針（案）（事務局）
　　前回、運営方針（案）を説明するとともに、専門部会にこども部会を設置することを承認いただいた。任期が連続して3期を超える方が多数おられ今後の部会運営等も考慮し、「専門部会の部会長および相談支援専門員連絡会の会長は、本会に委員として参加する」また、「審議会等の運営に関する指針により、任期が連続して３期を超えないこと、又、同時に４を超える審議会等に属さないこと」を追記。その他の部分に変
更はなし。
　　現在、第８期四国中央市自立支援協議会の委員を選考中だが、退任される委員の方々には、今後とも市福祉行政にご理解・ご協力をお願いしたい。

【質疑応答・意見交換】
（議　長）　次回への引継ぎはどうなるのか。
（事務局）　各部会においては、会員の選考も含め現部会長を中心に進めていただいており、本会については５月開催予定の会において、これまでの経緯等も説明し引き継ぐ。
（議　長）　各部会ベースはそのまま引き継げるが、本会については、ガラリと変わる可能性もあるかと。その方がいい場合もあるが、ニュアンス的な部分は十分引き継いだり、分からない部分はお互いフィードバックしてもらって皆さんには調整役をしていっていただきたい。
５．その他連絡事項（事務局）
　①令和４年度四国中央市障がい者就労施設等からの物品等の調達の推進を図るための
方針（案）（生活福祉課）
　　市役所が発注する清掃業務や物品購入を障害者就労施設等から優先して調達する方針・目標を設定するもの。令和２年度実績が約480万円、令和３年度実績が約840万円。２か年の差の360万円は、コロナウイルスのワクチン接種事業に関連するもので突発的なものであることから、これについては差し引いて、令和４年度は、物品30件で80万円、役務20件で470万円、合計で550万円を目標に市役所内での優先調達を行っていきたい。
【質疑応答・意見交換】
（議　長）　市の中で行っていけるのであれば、企業も出来るのではないか。どんなことが出来るのかについても含め、情報発信することが大事ではないか。
　　　　　　如何に支援者が、障がいのある方々が地域で暮らすためのスキルを身に着けるサポートをしてるかを見られている。優先調達はこの地域で共生していくためにはとても大事な事業であるので、そういった目線で見ていっていただきたい。
６．閉会


